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茨城さいばいだより令和２年６月１日 （P.1）

　
　

ヒ
ラ
メ
資
源
増
大
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

　

漁
業
者
の
負
担
金
の
ほ
か
、
県
の
補
助
金
の
交
付

を
受
け
、
ヒ
ラ
メ
の
種
苗
生
産
を
行
い
放
流
す
る
と

と
も
に
、
放
流
効
果
を
把
握
す
る
た
め
、
市
場
調
査

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

①
種
苗
生
産
・
放
流

　

１
０
０
㎜
サ
イ
ズ
ま
で
の
ヒ
ラ
メ
の
種
苗
を
次
表

を
目
安
に
生
産
し
、
関
係
漁
協
の
協
力
を
得
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
先
海
面
に
放
流
し
ま
す
。

②
放
流
効
果
把
握
調
査

　

ヒ
ラ
メ
の
放
流
効
果
を
把
握
す
る
た
め
、
県
内
各

産
地
市
場
の
卸
売
り
業
務
を
行
っ
て
い
る
漁
協
等
に

委
託
し
て
、
漁
業
種
類
毎
に
漁
獲
さ
れ
る
ヒ
ラ
メ
の

全
長
や
数
量
等
の
測
定
と
、
そ
の
う
ち
の
放
流
魚
の

一
部
に
見
ら
れ
る
体
色
異
常
魚
の
尾
数
等
の
状
況
を

調
査
し
ま
す
。

　
　

水
産
種
苗
生
産
技
術
開
発
事
業

①
放
流
用
種
苗
生
産
事
業
（
ア
ワ
ビ
）

　

県
の
委
託
を
受
け
て
ア
ワ
ビ
種
苗
を
次
表
を
目
安

に
生
産
し
、
県
の
指
示
に
よ
り
配
付
し
ま
す
。

②
配
付
用
種
苗
生
産
事
業
（
ア
ユ
）

　

県
の
委
託
を
受
け
て
ア
ユ
種
苗
を
次
表
を
目
安
に

生
産
し
、
県
の
指
示
に
よ
り
配
付
し
ま
す
。

③
種
苗
量
産
技
術
開
発
事
業
（
ハ
マ
グ
リ
）

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
次
表
を
生
産
規
模
と
す
る

鹿
島
灘
は
ま
ぐ
り
の
種
苗
量
産
技
術
開
発
お
よ
び
親

貝
早
期
成
熟
技
術
開
発
等
を
行
い
ま
す
。

④
種
苗
生
産
基
礎
技
術
開
発
事
業（
ソ
イ
類
）

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
次
表
を
生
産
規
模
と
す
る

ソ
イ
類
の
種
苗
生
産
基
礎
技
術
開
発
を
行
い
ま
す
。

⑤
種
苗
生
産
基
礎
技
術
開
発
事
業（
マ
コ
ガ
レ
イ
）

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
次
表
を
生
産
規
模
と
す
る

マ
コ
ガ
レ
イ
の
種
苗
量
産
基
礎
技
術
開
発
を
行
い

ま
す
。

⑥
新
規
種
苗
生
産
基
礎
技
術
開
発
事
業
（
ナ
マ
コ
）

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
次
表
を
生
産
規
模
と
す
る

ナ
マ
コ
の
種
苗
生
産
基
礎
技
術
開
発
を
行
い
ま
す
。

　
　

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
保
守
管
理
事
業

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
茨
城
県
栽
培
漁
業
セ
ン

タ
ー
の
機
械
設
備
の
定
期
点
検
、
夜
間
・
休
日
の

警
備
な
ど
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理
を
行
う
ほ
か
、

展
示
施
設
を
適
切
に
管
理
し
ま
す
。

　
　

栽
培
漁
業
普
及
事
業

　

茨
城
の
つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
普
及
啓
発
を
図

る
た
め
、
展
示
施
設
等
の
一
般
見
学
者
の
受
け
入

れ
の
ほ
か
、
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

①
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
へ
の
参
加

　

水
産
資
源
の
維
持
培
養
と
海
の
環
境
保
全
に
対

す
る
国
民
の
意
識
高
揚
等
を
図
る
第
40
回
全
国
豊

か
な
海
づ
く
り
大
会
（
令
和
2
年
9
月
27
日
、
宮

城
県
で
開
催
）
へ
の
参
加
を
支
援
す
る
た
め
、
同

大
会
茨
城
県
参
加
団
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

②
機
関
誌
の
発
行
等
普
及
事
業
の
実
施

・ 

栽
培
漁
業
な
ど
つ
く
り
育
て
る
漁
業
を
推
進
す
る

た
め
、
当
協
会
の
機
関
誌
「
茨
城
さ
い
ば
い
だ
よ

り
」
の
発
行
及
び
栽
培
漁
業
啓
発
用
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り

当
協
会
の
活
動
や
茨
城
県
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
の

施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

・ （
公
社
）
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
推
進
協
会
発
行

の
機
関
誌
を
関
係
団
体
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、

関
係
中
央
団
体
の
予
算
陳
情
活
動
等
に
参
加
し
て

参
り
ま
す
。

・ 

茨
城
県
漁
業
研
究
協
議
会
や
茨
城
県
漁
業
士
会

に
助
成
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

令
和
２
年
度

令
和
２
年
度  

事
業
計
画

事
業
計
画

表1　令和2年度計画

事　業　名 区 分
生産計画・技術開発規模（計画）

放流・配付先等
種苗サイズ 目標数

⑴ヒラメ資源増大
　パイロット事業（ヒラメ）種苗生産魚種 100㎜（全長） 85万尾

・北茨城市から神栖市地先海面に放流
　 （具体的な放流場所及び尾数は、栽
培推進協議会で協議決定する）

⑵水産種苗生産技術開発事業
　①放流用種苗生産事業（アワビ）種苗生産魚種 35㎜（殻長） 30万個 ・沿海漁協等
　②配付用種苗生産事業（アユ） 種苗生産魚種 70㎜（全長） 20万尾 ・県内業者等

　③種苗量産技術開発事業
　　（鹿島灘はまぐり） 技術開発魚種 2㎜（殻長）1,000万個

・ 浮遊幼生期の生残率向上を目指した技
術開発試験を実施
・県水産試験場に引き渡し（放流調査用）

　④種苗生産基礎技術開発事業
　　（ソイ類） 技術開発魚種 30㎜（全長） 2万尾 ・県水産試験場に引き渡し（放流調査用）

　⑤種苗生産基礎技術開発事業
　　（マコガレイ） 技術開発魚種

30㎜（全長） 17万尾
・県水産試験場に引き渡し（放流調査用）

60㎜　　　 3万尾
　⑥新規種苗生産基礎技術
　　開発事業（ナマコ） 技術開発魚種 20㎜（全長） 2万個 ・県水産試験場に引き渡し（放流調査用）

２ １

３４



茨城さいばいだより 令和２年６月１日（P.2）

令 和 元 年 度 実 績
１．種苗生産魚種

種　名
生 産 実 績

放流・引渡し実績等
全長･殻長 数量

ヒラメ 128㎜ 105.7万尾
・自前養成親魚の産卵不調により山形県及び青森県から受
精卵等を確保した。
・7/29～12/15　県内海域へ放流した。

アワビ
35㎜
30～40㎜
 5～25㎜

30.0万個
32.8万個
65.5万個

・放流用種苗として27.41万個を6/18～9/6に県へ引き渡した。
・R2放流用種苗については、順調に育成中。
・R3放流用種苗については、4～ 7月・10月にかけて採卵
を実施。

ア　ユ 60～70㎜ 24.5万尾
・3/6～4/7に県へ引き渡した。
　（内訳）販売用　　　60～65mm　23.9万尾
　　　　　親魚養成用　66～70mm　 0.6万尾

２．技術開発魚種

種　名
技術開発規模（実績）

備　　　　　考
全長･殻長 数量

鹿島灘
はまぐり 0.3～8.4㎜ 11.1万個

○種苗生産技術開発事業
・餌料藻類の栄養価に着目し、市販の珪藻と水質安定効果
や細菌増殖抑制物質を分泌するとされる藻種を組み合わ
せて飼育試験を行った。
・前半の幼生飼育では藻種へのラン藻類混入が、また後半
の稚貝飼育では原生動物やゴカイ等の侵入があり、餌料
の競合や水槽内環境の悪化が起こり、生残率や成長に悪
影響を与えた。
・12/10に県へ引き渡した。
・県（水産試験場）が一部をALC標識確認試験に用いて、
残りを同日に無標識にて鹿嶋市平井海岸へ放流した。

ソイ類

クロソイ
46.9㎜ 600尾 ○種苗生産基礎技術開発事業

・天然親魚（クロソイ）および大洗水族館から借用した成
熟親魚（タヌキメバル）から仔魚を得て生産した。
・クロソイ・タヌキメバル共に親魚候補として、育成中。

タヌキ
メバル
36.9㎜

70尾

マコガレイ

39.8㎜
（70.5㎜）

27.8万尾
（4.2万尾）

○種苗生産基礎技術開発事業
・平成30年度採卵種苗。
・緑色LED光による成長促進を図った。
・5/22～6/18に県（水産試験場）へ引き渡した。
・（ ）内は県の指示により放流効果向上を目指して一部
の種苗を大型化した（外数）。

13～27㎜ 約40万尾
・令和元年度採卵種苗（令和2年度県へ引き渡し予定）。
・ 成長差を少なくする餌料系列の比較試験を実施中。
・サイズ、数量は3月18日の測定値 。
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私
は
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
栽
培
漁
業

協
会
に
採
用
さ
れ
、
主
に
マ
コ
ガ
レ
イ
種
苗

生
産
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
１

年
を
振
り
返
る
と
、
魚
の
飼
育
や
輸
送
に
加

え
て
、
来
館
者
に
向
け
た
普
及
啓
発
活
動
な

ど
の
多
く
の
業
務
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
私
は
大
学
で
カ
レ
イ
類
の
研

究
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
マ
コ
ガ
レ
イ

の
種
苗
生
産
を
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
指
導
を
受

け
て
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
業
務
に
対

し
て
興
味
が
尽
き
な
い
１
年
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

担
当
す
る
マ
コ
ガ
レ
イ
は
卵
の
ふ
化
が
１

月
で
あ
っ
た
た
め
、
私
が
初
め
て
見
た
４
月

の
時
点
で
大
人
と
変
わ
ら
な
い
見
た
目
に
ま

で
成
長
し
て
お
り
、
２
セ
ン
チ
く
ら
い
の
マ

コ
ガ
レ
イ
の
稚
魚
が
大
量
に
泳
ぎ
回
っ
て
い

る
水
槽
は
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
魚
を
触

る
機
会
は
こ
の
職
場
に
入
っ
て
か
ら
毎
日
の

よ
う
に
あ
り
、
魚
が
暴
れ
な
い
運
び
方
や
持

ち
方
を
工
夫
し
て
魚
が
体
力
を
消
耗
し
な
い

方
法
を
模
索
し
た
り
、
魚
の
行
動
を
観
察
し

て
手
法
や
道
具
を
試
行
錯
誤
し
て
い
く
の
は

新
鮮
で
や
り
甲
斐
の
あ
る
作
業
で
し
た
。

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
副
担
当
と
な
る
ヒ

ラ
メ
の
種
苗
生
産
に
関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ヒ
ラ
メ
は
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
の
主

軸
と
な
る
魚
種
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
産
計

画
は
85
万
尾
と
非
常
に
多
く
、
規
模
の
大
き

さ
に
驚
き
ま
し
た
。
一
時
期
は
施
設
内
に
あ

る
水
槽
の
全
て
が
使
わ
れ
て
、
様
々
な
大
き

さ
の
ヒ
ラ
メ
が
大
量
に
飼
育
さ
れ
て
い
る
時

が
あ
り
、
見
て
い
て
壮
観
で
し
た
。
作
業
も

そ
の
分
大
変
で
し
た
が
、
大
き
く
な
っ
た
ヒ

ラ
メ
を
毎
日
県
内
各
地
の
漁
港
へ
運
ん
で
放

流
す
る
業
務
は
マ
コ
ガ
レ
イ
の
放
流
以
上
に

達
成
感
の
あ
る
内
容
で
し
た
。

　

ま
た
、
種
苗
生
産
と
並
行
し
て
見
学
案
内

の
副
担
当
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
、
展
示
水

槽
や
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
の
改
良
、
団
体
見
学
の

補
佐
も
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
栽
培
漁

業
を
来
館
し
た
方
々
に
注
目
し
て
も
ら
え
る

機
会
と
い
う
こ
と
で
、
現
在
で
も
こ
の
業
務

に
参
加
す
る
た
び
に
気
が
引
き
締
ま
り
ま
す
。

加
え
て
、
展
示
室
や
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
の
魚
を

世
話
す
る
機
会
が
多
く
な
っ
て
魚
の
容
態
や

水
槽
の
環
境
な
ど
へ
の
配
慮
も
必
要
に
な
り
、

魚
を
良
好
に
飼
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

学
べ
る
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

1
月
に
は
一
か
ら
マ
コ
ガ
レ
イ
種
苗
生
産

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
生
産
計
画
の
達
成

を
目
標
に
、
種
苗
生
産
に
お
け
る
作
業
の
効

率
化
と
省
力
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

採
用
１
年
目
を
振
り
返
っ
て

採
用
１
年
目
を
振
り
返
っ
て

一　一　

  

柳柳  　
　

慶
（
魚
類
科
）

　
　

慶
（
魚
類
科
）
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ア
ワ
ビ
種
苗
の
配
付
作
業
の
改
善
に
つ
い
て

ア
ワ
ビ
種
苗
の
配
付
作
業
の
改
善
に
つ
い
て

（P.4）

　

ア
ワ
ビ
の
放
流
用
種
苗
（
稚
貝
）
を
各
浜

に
配
付
し
た
際
、
漁
業
者
の
皆
様
か
ら
「
今

日
剥
が
し
て
き
た
稚
貝
を
す
ぐ
に
放
流
し
て

大
丈
夫
？　

弱
っ
て
な
い
の
？
」
と
質
問
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
「
元

気
な
稚
貝
で
す
！
」
と
自
信
を
持
っ
て
お
答

え
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
そ
の
理
由
を
ご
説

明
し
ま
す
。

　

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ア
ワ
ビ
稚
貝

を
〝
シ
ェ
ル
タ
ー
〞
と
い
う
板
に
付
着
さ
せ

て
、
網
イ
ケ
ス
で
飼
育
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
種
苗
配
付
（
稚
貝
放
流
）
の
前
に
は
、

シ
ェ
ル
タ
ー
と
網
イ
ケ
ス
か
ら
稚
貝
を
剥
が

し
、
サ
イ
ズ
の
計
測
や
計
量
を
し
て
、
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
容
器
に
梱
包
し
て
輸
送
し
ま
す
。

　

十
数
年
前
ま
で
、
こ
れ
ら
の
配
付
作
業
は
、

配
付
当
日
の
午
前
中
に
行
い
、
午
後
に
漁
業

者
の
皆
様
の
元
へ
お
届
け
し
て
い
ま
し
た
。

稚
貝
は
剥
離
剤
（
食
品
用
ア
ル
コ
ー
ル
）
を

使
用
し
て
剥
が
し
ま
す
が
、
稚
貝
が
目
を
覚

ま
し
、
元
気
に
動
き
出
す
に
は
数
時
間
か
か

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
遠
方
の
放
流
地
へ
の

到
着
時
刻
が
午
後
三
時
頃
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
稚
貝
を
剥
が
し
た
後
に

放
流
中
止
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
剥
が
し
た

稚
貝
を
再
び
網
イ
ケ
ス
に
戻
し
て
い
た
た
め
、

何
度
も
剥
が
す
こ
と
で
弱
っ
た
り
死
ん
だ
り

す
る
稚
貝
が
増
え
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

他
方
、漁
業
者
の
皆
様
の
要
望
と
し
て
、「
遠

い
浜
に
も
、
も
う
少
し
早
い
時
刻
に
届
け
て

欲
し
い
」、「
弱
っ
た
稚
貝
や
死
ん
だ
稚
貝
を

な
る
べ
く
取
り
除
い
て
欲
し
い
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
水
産
試

験
場
か
ら
は
、『
磯
場
に
放
流
し
た
直
後
、
稚

貝
の
起
き
上
が
り
が
早
い
方
が
生
き
残
り
が

良
い
』
と
の
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
や
要
望
等
に
応
え

る
た
め
、
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
で
は
配
付
作

業
を
見
直
し
、
次
の
と
お
り
改
善
し
ま
し
た
。

①　

配
付
予
定
日
の
数
日
前
に
稚
貝
を
剥
が

し
、
計
測
・
計
量
を
行
う
。

②　

剥
が
し
た
稚
貝
は
、
網
イ
ケ
ス
の
内
側

に
更
に
ネ
ッ
ト
を
敷
い
て
、
数
日
間
蓄
養

す
る
。（
時
化
等
に
よ
り
放
流
延
期
と
な
っ

た
場
合
は
、
蓄
養
を
１
〜
２
週
間
継
続
す

る
）

③　

蓄
養
中
に
弱
っ
た
稚
貝
や
死
ん
だ
稚
貝

は
取
り
除
き
、
そ
の
分
を
補
充
す
る
。

④　

配
付
当
日
、
ネ
ッ
ト
か
ら
稚
貝
を
取
り

揚
げ
、
梱
包
し
て
放
流
地
へ
輸
送
す
る
。

　

以
上
の
改
善
に
よ
り
、
剥
が
し
た
シ
ョ
ッ

ク
で
弱
っ
た
稚
貝
が
い
て
も
、
蓄
養
期
間
で

十
分
回
復
で
き
、
も
し
死
ん
で
し
ま
っ
て
も
、

取
り
除
い
て
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

網
イ
ケ
ス
内
に
敷
い
た
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、

稚
貝
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ず
に
す
ぐ
剥
が
せ

る
た
め
、
遠
方
の
浜
で
も
午
後
一
時
ま
で
に

到
着
で
き
、
今
ま
で
以
上
に
元
気
な
稚
貝
を

放
流
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
ネ
ッ
ト
内
で
の
稚
貝
の
蓄
養
期

間
が
２
週
間
を
超
え
る
と
、
生
き
残
り
が
著

し
く
悪
く
な
る
こ
と
か
ら
、
蓄
養
方
法
の
改

良
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
本
県
漁
業
の
発
展
に
貢
献

で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

宮　

本　

徳　

也
（
貝
類
科
）

宮　

本　

徳　

也
（
貝
類
科
）



茨城さいばいだより令和２年６月１日

◆
茨
城
県
の
ア
ワ
ビ
漁
業

　

茨
城
県
で
は
北
茨
城
市
か
ら
大
洗
町
ま
で

の
岩
礁
域
で
、
年
間
20
〜
30
ト
ン
の
ア
ワ
ビ

が
漁
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
栽
培
漁
業

セ
ン
タ
ー
で
は
毎
年
約
30
万
個
の
人
工
種
苗

が
生
産
さ
れ
、
ア
ワ
ビ
漁
業
が
行
わ
れ
て
い

る
各
地
区
に
放
流
さ
れ
て
い
ま
す
。
成
長
し

た
人
工
種
苗
は
漁
獲
物
の
お
よ
そ
50
％
を
占

め
て
お
り
、
放
流
後
の
生
き
残
り
が
良
く
な

る
よ
う
に
効
果
的
に
放
流
す
る
こ
と
が
、
ア

ワ
ビ
漁
業
に
と
っ
て
重
要
で
す
。

◆ 

人
工
種
苗
の
生
き
残
り
を

改
善
す
る
た
め
に

　

放
流
さ
れ
た
ア
ワ
ビ
は
、
タ
コ
や
大
型
の

魚
類
等
の
天
敵
に
食
べ
ら
れ
る
こ
と
で
減
少

（P.5）

放
流
器
を
使
っ
た
ア
ワ
ビ
の
放
流

放
流
器
を
使
っ
た
ア
ワ
ビ
の
放
流

し
ま
す
。
特
に
、
放
流
直
後
か
ら
隠
れ
る
ま

で
の
死
亡
率
が
最
も
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
県
内
の
一
部
の
地
区
で
は
、

塩
化
ビ
ニ
ル
製
の
パ
イ
プ
（
以
下
「
塩
ビ
管
」）

で
作
成
し
た
「
放
流
器
」
に
種
苗
を
入
れ
る

こ
と
で
、
天
敵
等
か
ら
保
護
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ア
ワ
ビ
は
暗
い
物
陰
を
好
む
た
め
、

放
流
器
の
中
に
数
日
間
残
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。放
流
器
に
長
期
間
ア
ワ
ビ
が
残
っ

て
い
る
と
、
天
敵
が
入
り
込
み
一
度
に
全
滅

す
る
恐
れ
が
高
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
水
産

試
験
場
で
は
放
流
器
の
中
に
光
が
入
る
構
造

に
す
る
こ
と
で
、
効
率
良
く
ア
ワ
ビ
を
外
に

出
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、
放
流
器
の
改

良
を
検
討
し
ま
し
た
。

◆
改
良
型
の
放
流
器

　

放
流
器
は
、
漁
業
者
が
使
用
し
て
い
る
物

と
同
じ
く
、塩
ビ
管
（
長
さ
50
㎝
、内
径
10.7
㎝
）

を
ロ
ー
プ
で
重
石
に
固
定
し
た
も
の
を
作
成

し
ま
し
た
（
未
加
工
型
、
図
1
）。
そ
し
て
、

改
良
型
放
流
器
は
漁
業
者
が
使
用
し
て
い
る

塩
ビ
管
の
一
部
を
切
り
取
り
、
透
明
な
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
で
ふ
さ
い
で
窓
に
し
た
タ
イ
プ

（
ク
リ
ア
型
、
図
2
）
を
作
成
し
ま
し
た
。
試

験
は
3
回
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
放
流
器
に
ア

ワ
ビ
３
０
０
個
体
を
入
れ
、
両
端
に
新
聞
紙

2
枚
を
丸
め
た
栓
を
詰
め
た
後
水
槽
の
中
に

設
置
し
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
様
子
を
撮
影

し
な
が
ら
、
栓
が
抜
け
た
時
間
と
24
時
間
後

に
外
に
出
て
い
る
ア
ワ
ビ
の
数
を
記
録
し
ま

し
た
。

　

ど
ち
ら
の
タ
イ
プ
で
も
ア
ワ
ビ
が
新
聞
紙

を
押
し
出
し
、
半
日
ほ
ど
で
栓
が
抜
け
て
い

ま
し
た
。
24
時
間
後
に
外
に
出
て
い
た
ア
ワ

ビ
の
数
は
、
未
加
工
型
で
平
均
65
個
体
（
最

多
１
０
０
個
体
）、
ク
リ
ア
型
で
２
０
４
個
体

松　

井　

俊　

幸

松　

井　

俊　

幸
（
茨
城
県
水
産
試
験
場
定
着
性
資
源
部
）

（
茨
城
県
水
産
試
験
場
定
着
性
資
源
部
）



茨城さいばいだより 令和２年６月１日（P.6）

図3　24時間後に放流器の外に出ていた
　　　アワビの個体数（3回の平均）
　▲は3回のうちの最大数

（
最
多
２
７
８
個
体
）
で
し
た
（
図
3
）。
栓

が
抜
け
た
後
ア
ワ
ビ
が
外
に
出
る
速
度
に
換

算
す
る
と
、
ク
リ
ア
型
は
未
加
工
型
よ
り
も

約
5
倍
速
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
光
が
入
る
構
造
の
放
流
器
を
使

う
こ
と
で
、
ア
ワ
ビ
を
効
率
的
に
外
に
出
し
、

生
き
残
り
を
良
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
水
産
試
験
場
で
は
、
今
後
も

効
果
的
な
放
流
方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

図1　未加工型の放流器図2 クリア型放流器からアワビが出る様子



茨城さいばいだより令和２年６月１日 （P.7）

天
皇
陛
下
御
即
位
記
念

天
皇
陛
下
御
即
位
記
念

第第
3939
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
・
あ
き
た
大
会
へ
の
参
加

回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
・
あ
き
た
大
会
へ
の
参
加

　

第
39
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
・
あ

き
た
大
会
は
、
天
皇
陛
下
御
即
位
記
念
大
会

と
し
て
、
令
和
元
年
９
月
８
日
（
日
）、
天
皇

皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
の
も
と
、
秋
田
県
秋

田
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
本
県
か
ら
総
勢

21
名
か
ら
な
る
参
加
団
を
組
織
し
て
出
席
し

ま
し
た
。
茨
城
県
参
加
団
は
、
式
典
行
事
、

海
上
歓
迎
・
放
流
行
事
、
並
び
に
関
連
行
事

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
行
事
は
、
秋
田
市
内
の
「
秋
田
県
立

武
道
館
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
な
ま
は
げ

太
鼓
の
演
舞
で
開
幕
し
ま
し
た
。
天
皇
陛
下

か
ら
は
、「
豊
か
な
海
の
環
境
を
保
全
す
る
と

と
も
に
、
水
産
資
源
を
保
護
・
管
理
し
、
海

の
恵
み
と
美
し
さ
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
大
切

な
使
命
で
あ
る
と
考
え
ま
す
」
と
の
お
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
豊
か
な
海
づ
く

り
に
功
績
の
あ
っ
た
団
体
へ
の
表
彰
、
小
学

生
に
よ
る
最
優
秀
賞
受
賞
作
文
の
朗
読
が
行

わ
れ
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。
稚
魚
等
の
お
手
渡
し
で
は
、
天
皇
皇

后
両
陛
下
か
ら
、
ハ
タ
ハ
タ
、
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
、

サ
ク
ラ
マ
ス
、
ワ
カ
メ
が
地
元
漁
業
者
へ
と

手
渡
さ
れ
、
若
手
漁
業
者
夫
妻
ら
が
〝
海
づ

く
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
〞
を
表
明
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、「
豊
穣
の
海
を
次
世
代
に
引
き
継
ぎ
、

水
産
業
の
振
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
一
層

力
強
く
進
め
て
い
く
こ
と
」
な
ど
の
大
会
決

議
が
な
さ
れ
、
満
場
の
拍
手
に
よ
り
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
海
上
歓
迎
・
放
流
行
事
は
秋
田

港
に
お
い
て
行
わ
れ
、
漁
船
等
に
よ
る
海
上

パ
レ
ー
ド
に
続
い
て
、
大
会
会
長
ら
と
招
待

者
が
、
マ
ダ
イ
・
ト
ラ
フ
グ
の
稚
魚
を
放
流

し
ま
し
た
。

　

次
回
の
第
40
回
大
会
は
、
宮
城
県
石
巻
市

に
お
い
て
、
令
和
２
年
９
月
27
日
（
日
）
に

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
本
県
か
ら
も
参
加

団
を
組
織
し
て
出
席
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。


